
で あ い こ う か

D E A I  K O K A

▲説明を聞きながら遺跡を巡る見学者

▲大迫力の１００人太鼓

▲セミの発音器官をみんなで観察

戦
国
期
の
知
ら
れ
ざ
る
城
館
を
発
見

貴
生
川
遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

　
平
成
25
年
9
月
か
ら
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き

た
貴
生
川
遺
跡
で
戦
国
時
代
の
城
館
跡
が
発
見
さ

れ
、8
月
3
日
に
現
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
城
館
跡
は
、約
50
m
四
方
に
及
ぶ
規
模
や
、良

好
な
遺
存
状
態
、こ
れ
ま
で
平
地
で
の
城
館
の
存
在
が

確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
所
で
の
発
見
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、戦
国
時
代
の
甲
賀
武
士
団
の
歴
史
や
城

郭
史
に
お
け
る
重
要
な
発
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
学
者
ら
は
係
員
の
説
明
を
受
け
、緊
張
し
た
乱
世

の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
遺
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

夏
空
に
響
く
太
鼓
と
鼓
動

和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森

　
和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
が
8
月
2
日
、
鹿
深
夢

の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
・
甲
賀
の
小
佐
治
す
い
り
ょ
う
太
鼓
や
甲
賀

忍
玉
太
鼓
団
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
9
チ
ー
ム
が

出
演
。
汗
が
飛
び
散
る
ほ
ど
熱
く
激
し
い
演
奏
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
プ
ロ
和
太

鼓
チ
ー
ム
「
志し

多だ

ら
」
も
加
わ
り
、
全
チ
ー
ム
が
合

同
で
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
「
1
0
0
人
太
鼓
」
が
披

露
さ
れ
、
地
鳴
り
の
よ
う
に
響
く
大
迫
力
の
サ
ウ
ン

ド
が
、
来
場
者
の
心
と
身
体
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

身
近
な
昆
虫
の
観
察
会

く
す
り
学
習
館

　
く
す
り
学
習
館
で
8
月
2
日
、夏
休
み
期
間
中
の

児
童
を
対
象
に
し
た
昆
虫
観
察
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、甲
南
高
校
の
生
徒
７
人
が
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、児
童
と一緒
に
な
っ
て
近
く
の

草
む
ら
や
雑
木
林
に
分
け
入
り
、虫
捕
り
網
を
使
っ
て

セ
ミ
、バ
ッ
タ
、蝶
、カ
マ
キ
リ
な
ど
の
昆
虫
を
採
取
し

ま
し
た
。

　
捕
ま
え
た
セ
ミ
を
観
察
し
、発
音
器
官
の
し
く
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
児
童
ら
は
、小
刻
み
に
震
え
る

セ
ミ
の
腹
を
興
味
深
そ
う
に
覗
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

学校と地域をつなぐ出前講座
甲南高校教諭

森
も り

田
た

 和
か ず

行
ゆ き

さん

地域に根差した就業を

甲賀JOBフェア

　市内の企業・事業所と、就職を希望する学生・若年求
職者が一堂に会する合同就職面接会「甲賀JOBフェア」
が8月6日、碧水ホールで開催されました。
　営業、事務、介護、建築土木、製造など、幅広い職種で
採用を予定する31の企業ブースが設けられた会場で
は、採用担当者から各企業・事業所のPRや採用に関す
る説明が行われ、就職希望者はメモを取ったり資料を
確認しながら、熱心に聞き入っていました。

■授業と連携した多彩なコンテンツ
　出前講座のコンテンツ(中身)は、簡単なものから
組み合わせによって100種類ほど。バイオや科学、
ものづくり、観察など多彩に取り揃え、依頼内容や
参加者に合わせて組み立てます。中には「忍者とく
すり」「薬膳料理」など学校の授業を応用したものや、
生徒自身がコンテンツを考案し、準備から当日の運
営まで全てを担当するものもあります。
　地域の子どもが楽しく科学や技術を体験できると
同時に、生徒にとっては、教えることの難しさに気付
く・物おじせず前に出る・準備を通じて段取りを覚え
るなど、貴重な体験学習になっています。
■学校と地域・世代間の交流の場として
　「バイオとかがく系列」の前身・薬業科は、地場産
業である製薬・配置売薬の後継者育成を目的に地元
の要請で設置され、地域とのつながりの中で育まれ
てきましたが、近年では世代間交流や地域コミュニ
ティが希薄化し、学校と地域の距離も遠くなりがち
です。
　しかし、学校は地域に育てられるとともに、高校生
には子どもと大人をつなぐ世代として地域で果たす
役割があると思うのです。ですから、生徒が積極的
に地域に出て、様々な年代の方と接する機会を意図
的に作るようにしています。学校と地域がつながる
場を、これからもできる限り提供していきたいと思い
ます。

　森田さんは甲南高校「バイオとか
がく系列」の先生。学校の専門性と
教育内容を活かし、小学校での出前
実験や、くすり学習館と連携した体験
教室など、生徒とともに地域に出向
く「出前講座」に精力的に取り組んで
おられます。この講座は評判を呼び、
今では公民館事業や地域イベントな
ど、毎月のように依頼が舞い込む盛況
ぶり。夏休みに開催された人気の講
座にお邪魔し、お話を伺いました。

甲賀の茶に高い評価

関西茶品評会出品茶審査会

　関西茶品評会出品茶審査会が8月6日〜8日、甲賀農
業協同組合本所で行われました。
　品評会には、5茶種516点の茶が出品され、厳正な審
査が行われた結果、普通煎茶の部で信楽町上朝宮の曽

そ

和
わ

治
は る

彦
ひ こ

さんが、かぶせ茶の部で農事組合法人グリーン
ティ土山・ 佐

さ え き

伯友
と も き

樹さんがそれぞれ最高位の農林水産
大臣賞を受賞されました。また市内産の茶が特別賞を
多数獲得するなど上位を占め、甲賀市は両部門の産地
賞にも輝きました。
　名実ともに高く評価される甲賀の茶。皆さんもぜひ
ご賞味ください。

▲ 27 人の専門家による審査風景

▲企業ブースを巡る就職希望者
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